
学校法人北辰学堂 ハラスメント防止規程 
 

（目的） 

第 1条 この規程は、学校法人 北辰学堂（以下「法人」という。）のハラス

メントの防止並びにハラスメント及びこれらに起因する問題が生じた場合の

相談、苦情対応等の措置に関して、｢学校法人北辰学堂 ハラスメント防止

に関するガイドライン｣に基づき必要な事項を定めることを目的とする。 

（ハラスメントの定義） 

第２条 ハラスメントとは、国籍、人種、社会的身分、性別、年齢、職業、信

条、身体的特徴等の属性又は広く人格等に対する言動によって、相手に不快

感、差別感、脅威や屈辱感、あるいは利益や不利益を与え、又はその尊厳を

損ない、平穏な日常生活を送る権利を侵害する行為をいう。 

（ハラスメント防止委員会） 

第３条 教授会に、ハラスメント防止委員会（以下「委員会」という。）を置

く。 

（委員会の構成） 

第４条 委員会の構成員は、教授会が定める。 

（委員会の活動） 

第５条 委員会は、次の活動を行なう。 

(1) 法人内におけるハラスメントに関する啓発活動 

(2) ハラスメントに関する相談及び訴えに関する調整 

(3) 法人外からのハラスメントに関する相談及び訴えに関する対処 

(4) その他ハラスメント防止に関する活動 

（中立・公正の保持及び特別の調査） 

第６条 委員会は、相談及び訴えがあった場合、中立・公正な立場からこれを

審査、調整し、必要と判断したときは特別の調査を行う。 

（委員会による措置） 

第７条 委員会は、被害者又は相談社と協議の上、必要な場合にはハラスメン

トの救済のために適切と認める措置を講じる。 

（ハラスメントに対する処分） 

第８条 教職員は、ハラスメントの態様等により、学校法人北辰学堂就業規則

第 61条に該当するものと判断される場合には、適切と認める処分に付され

ることがある。学生の場合は、育英館大学学則第 56条に定めるところに従

い、停学、退学等の処分に付されることがある。 

（プライバシーの厳守） 

第９条 委員会は、相談及び訴えのあった案件に関わる者のプライバシーを厳

守し、当該案件にかかる職務上知り得た秘密を漏洩してはならない。その任

務を退いた後も同様とする。 

（不利益取扱いの禁止） 

第 10条 ハラスメントに関する苦情の申し出、当該苦情に係る調査への協力

その他ハラスメントに対する正当な対応をした教職員又は学生に対し、その

ことをもって不利益となるいかなる取扱いもしてはならない。 



（相談窓口の設置） 

第 11条 委員会は、相談及び訴えの窓口並びにその支援のためにハラスメン

トに関する相談窓口を置く。 

（教授会への報告義務） 

第 12条 委員会は、次の事項について教授会に報告する義務を負う。 

(1) 年間の活動結果の概要 

(2) 第６条に定める特別の調査を行った場合の調査結果 

 

附 則 

この規程は平成 12年４月１日から施行する。 

  附 則 

平成 22年 12月１日 一部改訂 

 


